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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸込口を開口して柱状に形成される把持部と、
　前記把持部の軸方向に連結され、ベース材の周面に多数のブラシ毛材が立設され、前記
ベース材における前記ブラシ毛材間に第１吹出口が開口しているブラシ部と、
　前記把持部及び前記ブラシ部の内部に連通して設けられるとともに前記吸込口から前記
第１吹出口に気流を導く空気通路と、
　前記空気通路内に配される送風機と、前記送風機の下流で前記空気通路に放電電極を有
して帯電粒子を発生する帯電粒子発生装置とを備え、
　帯電粒子を含む気流を前記第１吹出口から送出して前記ブラシ毛材により整髪するヘア
ケア装置において、
　前記送風機の下流で内壁面を傾斜して流路を絞る絞り部を有し、
　前記放電電極は、前記絞り部よりも下流であり、かつ前記ブラシ部よりも上流の前記空
気通路内であって、前記絞り部の軸心からずれた位置に配されており、
　前記放電電極よりも下流であり、かつ前記ブラシ部における上流側の端部に、前記ブラ
シ毛材間に前記軸方向に沿って気流を送出する第２吹出口をさらに備え、
　前記軸方向に垂直な平面で前記ブラシ部を切断した断面から上流側を見たとき、前記第
２吹出口と前記放電電極とは、前記ベース材を挟んで反対側に位置していることを特徴と
するヘアケア装置。
【請求項２】
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　前記第２吹出口は、当該第２吹出口から吹き出す気流が、前記ブラシ部における下流側
の端部に到達するように設けられていることを特徴とする請求項１に記載のヘアケア装置
。
【請求項３】
　前記ベース材には、複数の前記ブラシ毛材を前記軸方向に並設したブラシ列が所定周期
で複数並設されており、前記ブラシ列の間隔は、前記軸方向における前記ブラシ毛材の間
隔よりも広いことを特徴とする請求項２に記載のヘアケア装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、帯電粒子を送出して整髪を行うヘアケア装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　帯電粒子を送出する従来のヘアケア装置は特許文献１に開示される。このヘアケア装置
は使用者が把持する柱状の把持部と、把持部の軸方向に着脱可能に連結されるブラシ部と
を備えている。ブラシ部の周面には周方向の一部を除く約半周の範囲に多数のブラシ毛材
が立設される。
【０００３】
　把持部は一端に吸込口が開口して内部に空気通路が形成される。空気通路内には送風機
が配される。空気通路はブラシ部側の端部で２方向に分岐し、把持部の外周面に沿ってブ
ラシ部の方向に気流を送出する吹出口が先端に開口する。また、把持部内には吹出口の近
傍に配した放電電極を有して放電によりイオンを発生する帯電粒子発生装置が設けられる
。
【０００４】
　上記構成のヘアケア装置において、使用者は把持部を把持してブラシ毛材を頭髪に摺動
させて整髪を行う。この時、送風機及び帯電粒子発生装置が駆動されると、吸込口から空
気通路内に外気が流入してイオンを含む気流が吹出口から送出される。これにより、ブラ
シ毛材に接触する頭髪にイオンが供給され、頭髪の保湿効果が得られる。また、ブラシ毛
材と摺動する頭髪に発生した静電気をイオンにより除電し、静電気による頭髪の広がりを
抑制することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１６０１８４号公報（第４頁－第５頁、第７図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来のヘアケア装置によると、帯電粒子発生装置で発生するイオン
がブラシ毛材から離れた位置に配した吹出口から外方に向かって送出される。このため、
イオンが空気中に拡散し、ブラシ毛材に接触する頭髪に到達するイオンが減少する。従っ
て、頭髪の保湿や静電気の除電を十分行うことができず、良好な整髪を行うことができな
い問題があった。
【０００７】
　本発明は、整髪を良好に行うことのできるヘアケア装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために本発明は、吸込口を開口して柱状に形成される把持部と、前
記把持部の軸方向に連結され、ベース材の周面に多数のブラシ毛材が立設され、前記ベー
ス材における前記ブラシ毛材間に第１吹出口が開口しているブラシ部と、前記把持部及び
前記ブラシ部の内部に連通して設けられるとともに前記吸込口から前記第１吹出口に気流
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を導く空気通路と、前記空気通路内に配される送風機と、前記送風機の下流で前記空気通
路に放電電極を有して帯電粒子を発生する帯電粒子発生装置とを備え、帯電粒子を含む気
流を前記第１吹出口から送出して前記ブラシ毛材により整髪するヘアケア装置において、
前記送風機の下流で内壁面を傾斜して流路を絞る絞り部を有し、前記放電電極は、前記絞
り部よりも下流であり、かつ前記ブラシ部よりも上流の前記空気通路内であって、前記絞
り部の軸心からずれた位置に配されており、前記放電電極よりも下流であり、かつ前記ブ
ラシ部における上流側の端部に、前記ブラシ毛材間に前記軸方向に沿って気流を送出する
第２吹出口をさらに備え、前記軸方向に垂直な平面で前記ブラシ部を切断した断面から上
流側を見たとき、前記第２吹出口と前記放電電極とは、前記ベース材を挟んで反対側に位
置していることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によると、把持部及びブラシ部に連通する空気通路の吹出口がブラシ毛材間に開
口し、帯電粒子発生装置の放電電極が空気通路に臨んで配される。このため、ブラシ毛材
間の吹出口から帯電粒子を含む気流を送出して頭髪に到達する帯電粒子を増加させること
ができる。また、絞り部よりも下流の空気通路の周部に放電電極が配されるので、帯電粒
子の消滅を抑制して頭髪に到達する帯電粒子を増加させることができる。従って、頭髪の
保湿や除電を十分行うことができ、良好な整髪を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１実施形態のヘアケア装置を示す斜視図
【図２】本発明の第１実施形態のヘアケア装置を示す側面断面図
【図３】本発明の第１実施形態のヘアケア装置を示す上面断面図
【図４】本発明の第１実施形態のヘアケア装置のイオン混合部の詳細を示す側面断面図
【図５】図２のＡ－Ａ断面図
【図６】本発明の第１実施形態のヘアケア装置の帯電粒子発生装置を示す概略側面図
【図７】図２のＢ－Ｂ断面図
【図８】本発明の第１実施形態のヘアケア装置のカバーを示す斜視図
【図９】本発明の第１実施形態のヘアケア装置によるブラッシング時の毛髪の帯電量を測
定した結果を示す図
【図１０】本発明の第１実施形態のヘアケア装置によるブラッシング時の毛髪の帯電量を
測定する試験方法を示す図
【図１１】本発明の第２実施形態のヘアケア装置を示す斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　＜第１実施形態＞
　以下に図面を参照して本発明の実施形態を説明する。図１は第１実施形態のヘアケア装
置の斜視図を示している。ヘアケア装置１はヘアドライヤを構成し、使用者が把持する柱
状の把持部１０と、把持部１０の軸方向に着脱可能に連結されるブラシ部３０とを備えて
いる。ブラシ部３０は周方向の一部を除く約半周の範囲に多数のブラシ毛材３１が立設さ
れ、ブラシ毛材３１の間には多数の小孔から成る吹出口３３が開口する。
【００１２】
　把持部１０は軸方向の一端から電源コード１７が導出され、電源コード１７の周囲に多
数の小孔から成る吸込口１５が開口する。把持部１０のブラシ部３０側の端部には操作ス
イッチ１８、１９を有した操作部１２が設けられる。操作スイッチ１８により後述する送
風機３及び帯電粒子発生装置２０（いずれも図２参照）のオンオフが切り替えられる。操
作スイッチ１９により後述するヒータ４（図２参照）のオンオフが切り替えられる。
【００１３】
　また、把持部１０には操作部１２に隣接して縮径部１１が設けられる。縮径部１１は外
周面を円錐面に形成され、吸込口１５側に対して操作部１２に向かって把持部１０の外径
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を縮径する。使用者は操作部１２に隣接する外径の小さい縮径部１１を把持することによ
って、ヘアケア装置１の移動操作及び操作スイッチ１８、１９の切替操作を容易に行うこ
とができる。
【００１４】
　図２、図３はヘアケア装置１の側面断面図及び上面断面図を示している。把持部１０の
端部にはブラシ部３０に嵌合する連結部１６が設けられ、連結部１６の端面に連結口１６
ａが開口する。連結口１６ａは異物侵入防止のためにメッシュ状に形成される（図８参照
）。
【００１５】
　把持部１０の内部には空洞部２５が設けられ、ブラシ部３０の内部には空洞部３６が設
けられる。空洞部２５、３６によって把持部１０及びブラシ部３０の内部に連通する空気
通路２４が形成される。空洞部３６は連結口１６ａの中心に対して一方（図２の下方）に
偏って形成され、連結口１６ａの他方（図２の上方）に面した吹出口３４がブラシ部３０
の端部に設けられる。吹出口３４の軸方向にブラシ毛材３１が配される。
【００１６】
　空洞部２５内には吸込口１５に面して送風機３が配される。送風機３はモータ３ａによ
り駆動される軸流ファンにより形成される。送風機３を遠心ファンにより形成してもよい
。送風機３を駆動すると空気通路２４によって吸込口１５から吹出口３３、３４に気流が
導かれる。
【００１７】
　空洞部２５内の送風機３の下流に隣接して駆動回路５が配される。駆動回路５によって
送風機３や、後述するヒータ４及び帯電粒子発生装置２０が駆動される。空気通路２４内
に駆動回路５を配置することにより、空気通路２４を流通する気流によって駆動回路５を
冷却することができる。
【００１８】
　空洞部２５内には送風機３の下流で内壁面を傾斜して流路を絞る絞り部２６が設けられ
る。縮径部１１の外周面は絞り部２６に沿って形成され、縮径部１１の外径を容易に縮径
することができる。絞り部２６内にはコイル形状のヒータ４が配され、気流を昇温する。
【００１９】
　絞り部２６の下流には操作部１２の内部に形成されたイオン混合部２７が設けられる。
図４はイオン混合部２７の詳細を示す側面断面図である。
【００２０】
　イオン混合部２７は絞り部２６の下流端の流入口２６ａと略等しい流路面積を有してい
る。絞り部２６を流通する気流は流路を絞られるため流速が増加し、流路の中央部に向か
って案内される。このため、イオン混合部２７の中央部をヒータ４により昇温された気流
が流通する。イオン混合部２７の流路面積を流入口２６ａよりも広くしてもよい。
【００２１】
　イオン混合部２７の周面には操作部１２の外面に露出した平面の取付面２７ａが形成さ
れ、取付面２７ａ上に平面視矩形の帯電粒子発生装置２０が着脱可能に配される。操作部
１２の縮径部１１に隣接した壁面には駆動回路５に接続される接点（不図示）が露出する
。帯電粒子発生装置２０の端面には接点を介して電力供給される端子５１（図６参照）が
設けられる。帯電粒子発生装置２０の外周面は操作部１２に対して着脱されるカバー２３
により覆われる。
【００２２】
　図５は図２のＡ－Ａ断面図を示している。また、図６は帯電粒子発生装置２０の概略側
面図を示している。帯電粒子発生装置２０は取付面２７ａ上に開口する開口部２７ｂ（図
４参照）を介して空気通路２４に臨む一対の針状の放電電極２１を有している。放電電極
２１は帯電粒子発生装置２０の前部である空気通路２４の気流流通方向の一方の端部に配
される。これにより、帯電粒子発生装置２０の一方の端部が開口部２７ｂに面して配され
る。帯電粒子発生装置２０の放電電極２１から離れた後部である他方の端部には回路基板
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５０が内装され、後端面には端子５１が設けられる。
帯電粒子発生装置２０には放電電極２１が臨む貫通孔２２ａを開口して放電電極２１の上
方を覆うカバー部２２が設けられる。カバー部２２によって帯電粒子発生装置２０を着脱
する際に使用者の手指と放電電極２１との接触を防止して放電電極２１が保護される。
【００２３】
　一方の放電電極２１には正の高電圧パルスが印加され、他方の放電電極２１には負の高
電圧パルスが印加される。これにより、放電電極２１の先端でコロナ放電が発生する。正
電圧を印加した放電電極２１のコロナ放電により空気中の水分子が電離して水素イオンが
生成される。この水素イオンが溶媒和エネルギーにより空気中の水分子とクラスタリング
する。これにより、Ｈ+（Ｈ2Ｏ）ｍ（ｍは０または任意の自然数）から成る正の空気イオ
ンの帯電粒子が発生し、貫通孔２２ａを介して気流に混合される。
【００２４】
　また、負電圧を印加した放電電極２１のコロナ放電により空気中の酸素分子または水分
子が電離して酸素イオンが生成される。この酸素イオンが溶媒和エネルギーにより空気中
の水分子とクラスタリングする。これにより、Ｏ2

-（Ｈ2Ｏ）ｎ（ｎは任意の自然数）か
ら成る負の空気イオンの帯電粒子が発生し、貫通孔２２ａを介して気流に混合される。
【００２５】
　この時、一対の放電電極２１はイオン混合部２７の周方向に所定量離れてそれぞれイオ
ン混合部２７の周部に配される。また、イオン混合部２７の上流の絞り部２６により流速
が増加した気流がイオン混合部２７の中央部を流通する。このため、周部の放電電極２１
で発生したイオンがイオン混合部２７の中央部を流通する気流に負圧により吸引して混合
される。
【００２６】
　イオン混合部２７の周部を気流が流通すると、気流によって空気通路２４の内壁に衝突
して消滅するイオンが増加する。このため、絞り部２６を通過した気流によりイオンを吸
引して混合し、イオンの消滅を低減することができる。また、イオン混合部２７の中央部
に放電電極２１を配置すると空気通路２４の圧力損失が大きくなる。このため、放電電極
２１をイオン混合部２７の周部に配置して送風効率を向上させることができる。
【００２７】
　また、図２に示すように、絞り部２６の軸心に対して放電電極２１と同じ側に空洞部３
６が配され、放電電極２１の反対側にブラシ毛材３１が配される。これにより、放電電極
２１で発生したイオンが円滑に空洞部３６に導かれる。従って、吹出口３４から空気中に
拡散するイオンを低減し、ブラシ毛材３１間の吹出口３３から多くのイオンを送出するこ
とができる。
【００２８】
　図７はカバー２３の斜視図を示している。カバー２３は樹脂成形品により形成され、操
作部１２（図１参照）の軸方向にスライドして操作部１２を開閉する。カバー２３のブラ
シ部３０（図１参照）側の両側部には係止爪２３ａが設けられ、縮径部１１（図１参照）
側の両側部には係止爪２３ｂが設けられる。また、カバー２３のブラシ部３０側の端面に
は押圧リブ２３ｄが設けられる。
【００２９】
　カバー２３は放電電極２１側から端子５１（図６参照）に向かう方向にスライドして係
止爪２３ａ、２３ｂが操作部１２に係合して閉じられる。この時、帯電粒子発生装置２０
はカバー２３により覆われ、押圧リブ２３ｄにより端子５１の方向に押圧される。これに
より、帯電粒子発生装置２０の端子５１を接点に確実に接触させることができる。
【００３０】
　また、カバー２３は端子側から放電電極２１側にスライドして開かれて取り外される。
これにより、帯電粒子発生装置２０（図２参照）を着脱することができ、放電電極２１の
清掃や帯電粒子発生装置２０の交換を行うことができる。
【００３１】
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　カバー２３の内面には帯電粒子発生装置２０の外周面に近接する格子状の遮蔽リブ２３
ｃが設けられる。遮蔽リブ２３ｃはカバー２３の内側で帯電粒子発生装置２０の前部と後
部との間を遮蔽する。帯電粒子発生装置２０は後端面に配した端子５１が接点に接触し、
前述の図４の矢印Ｄに示すように、開口部２７ｂと帯電粒子発生装置２０の前端面との隙
間から高温の気流が漏出する場合がある。このとき、該気流は遮蔽リブ２３ｃによって遮
蔽され、帯電粒子発生装置２０の後部に配した回路基板５０の昇温を防止することができ
る。
【００３２】
　図８は図２のＢ－Ｂ断面図を示している。ブラシ毛材３１はポリアセタール等の樹脂に
より形成され、ゴム等により形成されるベース材３５上に植設される。また、複数のブラ
シ毛材３１を軸方向に並設したブラシ列３２（図３参照）が周方向の一部を除く約半周の
範囲に所定周期で複数並設される。吹出口３３はベース材３５に開口し、隣接するブラシ
列３２の間に配される吹出口３３ａと、周方向の両端のブラシ列３２の両外側に設けられ
る吹出口３３ｂとを有する。
【００３３】
　上記構成のヘアケア装置１において、把持部１０を把持して操作スイッチ１８、１９の
操作により送風機３、帯電粒子発生装置２０及びヒータ４が駆動される。これにより、吸
込口１５を介して空気通路２４内に外気が流入する。空気通路２４を流通する空気は絞り
部２６でヒータ４により昇温され、流入口２６ａを介してイオン混合部２７に流入する。
【００３４】
　気流はイオン混合部２７の中央部を高速で流通し、帯電粒子発生装置２０の放電電極２
１から発生したイオンが負圧により吸引して混合される。イオンを含む気流は連結口１６
ａを介して吹出口３４からブラシ毛材３１間に軸方向に送出される。また、イオンを含む
気流は空洞部３６を流通して吹出口３３からブラシ毛材３１間に径方向に送出される。把
持部１０の移動によりブラシ毛材３１が頭髪に摺動してブラッシングされる。この時、吹
出口３３、３４から送出された高温の気流によって頭髪を乾燥させるとともにブラシ毛材
３１により整髪が行われる。
【００３５】
　また、吹出口３３、３４からブラシ毛３１間にイオンを含む気流が送出されるため、頭
髪に到達するイオンを増加させることができる。イオンによって頭髪に潤いを与えるとと
もに、ブラシ毛材３１との摺動により発生した頭髪の静電気が除電される。これにより、
頭髪を保湿し、静電気による頭髪の広がりを抑制して良好な整髪を行うことができる。こ
の時、周方向の両端のブラシ列３２の両外側に吹出口３３が設けられるため、頭髪からブ
ラシ毛材３１が離れる際に発生する静電気を効率良く除電することができる。
【００３６】
　尚、操作スイッチ１９の切り替えによってヒータ４をオフの状態で送風機３及び帯電粒
子発生装置２０を駆動することもできる。
【００３７】
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【表１】

【００３８】
　表１及び図９は本実施形態のヘアケア装置１のブラッシング時の毛髪及びブラシ毛材３
１の帯電量の測定試験を行った結果を示している。試料として３名（人物１、人物２、人
物３）の人毛黒髪（株式会社ビューラックス製BS-PGM）を用い、温度２７℃、湿度３１％
ＲＨの環境で各人物の毛髪に対して３回の試験を行った。
【００３９】
　また、試料Ｈは輪ゴム４０（図１０参照）で束ねた長さ３０ｃｍ、１５ｇの毛束を１％
ドデシル硫酸ナトリウム水溶液内で１０回上下に揺動した後に１０分間浸漬している。そ
の後、試料Ｈを水洗いして温風により乾燥している。試験方法は図１０に示すように吊り
下げた試料Ｈをヘアケア装置１により５秒／３０ｃｍの速度で５回ブラッシングしている
。
【００４０】
　試験条件は本実施形態のヘアケア装置１の送風機３、帯電粒子発生装置２０、ヒータ４



(8) JP 6839731 B2 2021.3.10

10

20

30

40

50

を駆動した状態で行った（実施例）。また、比較のために比較例１は帯電粒子発生装置２
０を停止して、送風機３、ヒータ４を駆動した状態で行った。比較例２は送風機３、帯電
粒子発生装置２０、ヒータ４を駆動し、ブラシ列３２の両外側の吹出口３３ｂ（図８参照
）を塞いだ状態で行った。
【００４１】
　帯電量の計測は図１０に示すように、静電気測定器４１によって試料Ｈの輪ゴム４０か
ら下方に１５ｃｍの位置の帯電電位を２ｃｍ離れた位置から測定した。また、静電気測定
器４１によってブラシ毛材３１の帯電電位を２ｃｍ離れた位置から測定した。図９の縦軸
は帯電量（単位：ｋＶ）を示し、横軸は各試験条件を示している。
【００４２】
　上記の試験結果によると、送風機３、帯電粒子発生装置２０、ヒータ４を駆動した状態
（実施例）では毛髪及びブラシ毛材３１の帯電量が低い。これに対して、帯電粒子発生装
置２０を停止した比較例１では毛髪及びブラシ毛材３１の帯電量が高くなっている。また
、吹出口３３ｂを塞いだ状態では毛髪の帯電量が高くなっている。従って、吹出口３３ｂ
を設けて帯電粒子発生装置２０を駆動することにより、毛髪からブラシ毛材３１が離れる
際に発生する静電気を効率良く除電することができる。
【００４３】
　本実施形態によると、把持部１０及びブラシ部３０に連通する空気通路２４の吹出口３
３がブラシ毛材３１間に開口し、放電電極２１が空気通路２４に臨んで配される。このた
め、ブラシ毛材３１間の吹出口３３からイオンを含む気流を送出して頭髪に到達するイオ
ンを増加させることができる。また、絞り部２６よりも下流の空気通路２４（イオン混合
部２７）の周部に放電電極２１が配されるので、イオンの消滅を抑制して頭髪に到達する
イオンを増加させることができる。従って、頭髪の保湿や除電を十分行うことができ、良
好な整髪を行うことができる。
【００４４】
　また、帯電粒子発生装置２０を把持部１０に対して着脱可能に設け、空気通路２４（イ
オン混合部２７）の周面に開口する開口部２７ｂを介して放電電極２１が空気通路２４に
臨んで配される。これにより、帯電粒子発生装置２０を取り外して放電電極２１を容易に
清掃できるとともに回路基板５０と放電電極２１が一体化された帯電粒子発生装置２０を
容易に交換することができる。また、空気通路２４の周部に放電電極２１を配置するため
、中央部に配置するよりも簡単な構造で帯電粒子発生装置２０を着脱可能に構成すること
ができる。
【００４５】
　また、カバー２３が帯電粒子発生装置２０の周面に近接して帯電粒子発生装置２０の前
部と後部との間を遮蔽する遮蔽リブ２３ｃを有する。これにより、開口部２７ｂと帯電粒
子発生装置２０との隙間から漏出する高温の気流による回路基板５０の昇温を防止し、ヘ
アケア装置１の信頼性を向上することができる。
【００４６】
　また、カバー２３が放電電極２１から端子に向かう方向にスライドして閉じられ、閉じ
た際に帯電粒子発生装置２０を端子の方向に押圧する押圧リブ２３ｄを有する。これによ
り、帯電粒子発生装置２０の端子を接点に確実に接触させることができる。
【００４７】
　また、絞り部２６の軸心に対して放電電極２１と同じ側に空洞部３６が形成され、放電
電極２１の反対側にブラシ毛材３１が配される。これにより、放電電極２１で発生したイ
オンが円滑に空洞部３６に導かれ、ブラシ毛材３１間の吹出口３３から多くのイオンを送
出することができる。
【００４８】
　また、ブラシ毛材３１がブラシ部３０の周方向の一部を除く所定範囲に設けられ、吹出
口３３が隣接するブラシ列３２間及び周方向の両端のブラシ列３２の両外側に設けられる
。これにより、頭髪からブラシ毛材３１が離れる際に発生する静電気を効率良く除電する
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ことができる。
【００４９】
　また、把持部１０の縮径部１１の外周面を絞り部２６に沿って形成したので、縮径部１
１の外径を容易に縮径し、使用者が持ちやすくすることができる。即ち、縮径部１１は外
周面を円錐面に形成され、吸込口１５側に対して操作部１２に向かって把持部１０の外径
を縮径する。このため、使用者は操作部１２に隣接する外径の小さい縮径部１１を把持す
る。さらに縮径部１１の下流側に帯電粒子発生装置２０を配し、帯電粒子発生装置２０の
格納により体積が大きくなった箇所（操作部１２）に操作スイッチ１８、１９が設けられ
る。これにより、ヘアケア装置１の移動操作及び操作スイッチ１８、１９の切替操作を容
易に行うことができる。
【００５０】
　＜第２実施形態＞
　次に、図１１は第２実施形態のヘアケア装置１の斜視図を示している。説明の便宜上、
前述の図１～図８に示す第１実施形態と同様の部分には同一の符号を付している。本実施
形態はブラシ毛材３１がブラシ部３０の周方向の全周に設けられる。その他の部分は第１
実施形態と同様である。
【００５１】
　ブラシ部３０は複数のブラシ毛材３１を軸方向に並設したブラシ列３２（図３参照）が
周方向の全周にわたって所定周期で複数並設される。隣接するブラシ列３２の間には多数
の小孔から成る吹出口３３が設けられる。ブラシ部３０の内部に設けられる空洞部３６（
図２参照）は連結口１６ａ（図２参照）と略同径に形成される。これにより、イオンを含
む気流がブラシ毛材３１間の吹出口３３から送出される。
【００５２】
　従って、第１実施形態同様の効果を得ることができる。また、ブラシ部３０の全周に配
したブラシ毛材３１間に吹出口３３が設けられる。このため、ブラシ部３０の周方向のど
の位置でブラッシングを行っても頭髪からブラシ毛材３１が離れる際に発生する静電気を
効率良く除電することができる。
【００５３】
　第１、第２実施形態において、ヘアケア装置１がヒータ４を省いて冷風を送出するヘア
ドライヤであってもよい。また、放電電極２１から負の帯電粒子のみを発生してもよい。
この時、一対の放電電極２１に替えて単一の放電電極２１により帯電粒子を発生してもよ
い。
【００５４】
　また、帯電粒子発生装置２０は空気イオンを発生しているが、これに限らない。例えば
、帯電粒子発生装置２０を静電霧化装置によって構成してもよい。即ち、静電霧化装置に
設けた放電電極２１をペルチェ素子により冷却することで放電電極２１の表面に結露水が
生じる。次に、放電電極２１に負の高電圧を印加すると、結露水から負イオンを含む帯電
微粒子水が生成される。また、放電電極２１に正の高電圧を印加すると、結露水から正イ
オンを含む帯電微粒子水が生成される。これにより、帯電微粒子水から成る帯電粒子を送
出して頭髪の保湿及び除電を行うことができる。
【００５５】
　この時、放電電極２１を空気通路２４の周部に配して上流側に絞り部２６を設けること
により、帯電微粒子水に気流が直接接触して帯電微粒子水が蒸発することによる帯電微粒
子水の消滅を防止することができる。
【００５６】
　〔付記事項〕
　上記目的を達成するために本発明の一態様は、吸込口を開口して柱状に形成される把持
部と、前記把持部の軸方向に連結して周面に多数のブラシ毛材を立設するとともに前記ブ
ラシ毛材間に吹出口を開口するブラシ部と、前記把持部及び前記ブラシ部の内部に連通し
て設けられるとともに前記吸込口から前記吹出口に気流を導く空気通路と、前記空気通路
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内に配される送風機と、前記送風機の下流で前記空気通路に臨む放電電極を有して帯電粒
子を発生する帯電粒子発生装置とを備え、帯電粒子を含む気流を前記吹出口から送出して
前記ブラシ毛材により整髪するヘアケア装置において、前記空気通路が流路を絞る絞り部
を有し、前記放電電極を前記絞り部よりも下流の前記空気通路の周部に配置したことを特
徴としている。
【００５７】
　この構成によると、使用者は把持部を把持し、ブラシ毛材を頭髪に摺動させてブラッシ
ングして整髪を行う。送風機及び帯電粒子発生装置が駆動されると吸込口から流入する外
気が空気通路内を流通し、放電電極から帯電粒子が放出される。空気通路を流通する気流
は絞り部により流路を絞られて流速が増加し、絞り部の下流の周部に配される放電電極か
ら放出される帯電粒子を負圧により吸引する。これにより、気流に帯電粒子が含まれ、帯
電粒子を含む気流がブラシ部内の空気通路を流通してブラシ毛材間の吹出口から送出され
る。
【００５８】
　また本発明の一態様は、上記構成のヘアケア装置において、前記帯電粒子発生装置を前
記把持部に対して着脱可能に設け、前記空気通路の周面に開口する開口部を介して前記放
電電極が前記空気通路に臨むことを特徴としている。
【００５９】
　また本発明の一態様は、上記構成のヘアケア装置において、前記空気通路内に配される
ヒータと、前記帯電粒子発生装置を覆って前記帯電粒子発生装置の着脱時に開閉されるカ
バーとを備え、前記帯電粒子発生装置が前記空気通路の気流流通方向の一方の端部を前記
開口部に面して他方の端部に回路基板を内装し、前記帯電粒子発生装置の外周面に近接し
て前記帯電粒子発生装置の両端部間を遮蔽する遮蔽リブを前記カバーに設けたことを特徴
としている。
【００６０】
　また本発明の一態様は、上記構成のヘアケア装置において、前記カバーが前記放電電極
から前記端子に向かう方向にスライドして閉じられ、閉じた際に前記帯電粒子発生装置を
前記端子の方向に押圧する押圧リブを有することを特徴としている。
【００６１】
　また本発明の一態様は、上記構成のヘアケア装置において、前記絞り部の軸心に対して
前記放電電極と同じ側に前記ブラシ部の前記空気通路が形成され、前記放電電極の反対側
に前記ブラシ毛材が配されることを特徴としている。
【００６２】
　また本発明の一態様は、上記構成のヘアケア装置において、前記ブラシ毛材が前記ブラ
シ部の周方向の一部を除く所定範囲に設けられるとともに、複数の前記ブラシ毛材を軸方
向に並設したブラシ列を周方向の所定周期で複数並設し、前記吹出口が隣接する前記ブラ
シ列の間と、周方向の両端の前記ブラシ列の両外側とに設けられることを特徴としている
。
【００６３】
　また本発明の一態様は、上記構成のヘアケア装置において、前記把持部の外周面を前記
絞り部よりも上流側に対して前記絞り部に沿って縮径したことを特徴としている。
【産業上の利用可能性】
【００６４】
　本発明によると、帯電粒子を送出して整髪を行うヘアケア装置に利用することができる
。
【符号の説明】
【００６５】
　　　１　　ヘアケア装置
　　　３　　送風機
　　　４　　ヒータ



(11) JP 6839731 B2 2021.3.10

10

20

30

　　　５　　駆動回路
　　１０　　把持部
　　１１　　縮径部
　　１２　　操作部
　　１５　　吸込口
　　１６　　連結部
　　１６ａ　連結口
　　１８、１９　操作スイッチ
　　２０　　帯電粒子発生装置
　　２１　　放電電極
　　２２　　カバー部
　　２３　　カバー
　　２３ａ、２３ｂ　係止爪
　　２３ｃ　遮蔽リブ
　　２３ｄ　押圧リブ
　　２４　　空気通路
　　２５、３６　空洞部
　　２６　　絞り部
　　２６ａ　流入口
　　２７　　イオン混合部
　　２７ａ　取付面
　　２７ｂ　開口部
　　３０　　ブラシ部
　　３１　　ブラシ毛材
　　３２　　ブラシ列
　　３３、３３ａ、３３ｂ、３４　吹出口
　　３５　　ベース材
　　４０　　輪ゴム
　　４１　　静電気測定器
　　５０　　回路基板
　　５１　　端子
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